
平成２３年４月１９日１４時

石川海岸直轄施行５０周年を迎え

「石川海岸フィールド・ミュージアム」をオープンします。

国土交通省金沢河川国道事務所は、平成２３年度に石川海岸直轄施行５０周年を迎え
るにあたり、白山市と連携して平成２３年４月２１日から「石川海岸フィールド・
ミュージアム」をオープンします。オープン初日は、白山市内の松任中学１年生の生徒
３０６名を招待し、白山市徳光町から平加町までの海岸沿いの自転車道を学習しながら
ウォーキングします。
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配布を持って解禁扱い

石川海岸フィールド・ミュージアムオープニングの詳細

日 時 ： 平成２３年４月２１日９時２０分ごろ （雨天時は２２日に順延し、９時３０分ごろ）
場 所 ： 松任CCZ（徳光サービスエリア側）
オープンイベント内容 ： 金沢河川国道事務所海岸課長あいさつ

その後、白山市立松任中学１年３０６名がウォーキングを行います。

中学校の遠足ルートとなっている松任・美川工区

自転車道砂浜

海岸堤防

海岸事業者

国土交通省・石川県

何気なく歩く沿岸の自歩道を学習の場として提供
海岸事業者と自治体が連携

オープニングイベント会場



【問い合せ先】

海岸事業関係 ： 国土交通省 金沢河川国道事務所 海岸課長 万行

（Tel 076-264-9915 内線321）

パネルの事例

石川海岸フィールド・ミュージアムとは？

普段何気なく通行されている海岸がどのようにして侵食から守られているかについて、約２０
枚のパネルを白山市徳光町から平加町までの約６ｋｍ区間の海岸堤防の壁面に設置し、
歩きながら海岸について学習できる屋外学習スペースです。
北陸地方整備局管内では、富山県に常願寺川フィールド・ミュージアムがあります。

説明パネル

まんぎょう


